
ふくしま木造化・木質化建築ガイドラインの概要 ～中大規模県有建築物の木造化・木質化に向けて～ 令和６年５月 営繕課

＜背景等＞

○ 令和３年10月に「都市（まち）の木造化推進法」が施行され、農林水産

部において「ふくしま県産材利用推進方針」・「同計画」を策定。

○ 当該方針等では、県有建築物の基本構想等を策定するに当たり、「ふく

しま県産材利用推進会議幹事会」のもとに設置される「部会（施設所管

課、営繕課及び林業振興課）」で、原則として木造化・木質化する観点

から検討することを位置付け。

○ 本ガイドラインでは、技術面、コスト面及び性能面から計画施設につい

て比較検討（木造と木造以外の構造とした場合）し、総合評価した結果

を基本構想等に最大限反映するためのフローや視点等を整理。

１．県有建築物の木造化・木質化の考え方

① 木材の利用量が最も多くなり、木材の見える「あらわし」などにより利

用者が木の良さを一層実感できる「純木造」を第一に事業化を検討。

② 規模・要件など法令上の制限から純木造とすることが困難な場合には、

分棟化することなどにより純木造とすることを検討。

③ 分棟化などによっても純木造とすることが困難な場合には、木造と非

木造の混構造による木造化を検討。

④ 木造化できない場合も含め、木質化は全ての県有建築物において検討。

【用途】
･大規模災害時に耐火・耐震性能に関して特に配慮が必要かどうか。
･防御・防衛、盗難・毀損などの性能に関して特に配慮が必要かどうか。 など

【利用形態】
・大空間で柱や梁の断面が大きくなり、コストが割高となるかどうか。
・水洗いを頻繁に行うなど、純木造がなじまないかどうか。 など

２．検討の進め方

ガイドラインにより（１）～（６）を確認。結果をもとに総合評価。

技術面、コスト面及び性能面での検討

用途や利用形態から、木造化（純木造又は混構造）を進める上での
留意点

立地、用途及び規模から求められる建築基準法上の耐火性能の
確認により、純木造とすることが可能か否か

純木造とした場合の概算コストがＲＣ造とした場合の概算コストより
優位となる規模

純木造とした場合の性能面でのメリット・効果

純木造とした場合の維持管理コストとＲＣ造とした場合の維持管理
コストの差違

部会での検討結果を最大限に反映した形で基本構想等を取りまとめ

施設所管課

評価項目（１）

評価項目（２）

評価項目（３）

評価項目（６）

評価項目（４）

○ 要求される耐火性能のチェック（庁舎）

木質化による性能面でのメリット・効果や木質化すべき居室・室

評価項目（５）

○ ＲＣ造の維持管理コストを１００とした場合の純木造の維持管理コストの比率
（外部に木材を使用しない場合）

○ 木質化による性能面でのメリット・効果
原則として木造化・木質化する観点から検討

（県産材利用推進方針２(1)）

基本構想等における木造化・木質化を検討

部会（施設所管課、営繕課及び林業振興課）

など
など

など

など

※ 建築物の資材調達から解体・廃棄段階で排出されるCO２排出量

○ ＲＣ造の概算コストを100とした場合の純木造の概算コストの比率（庁舎）

評価項目（１）

評価項目（５）

評価項目（４）

評価項目（３）

評価項目（２）

評価項目（６）

背景等 検討の進め方

県有建築物の木造化・木質化の考え方
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シミュレーション

又は
貨幣換算

○ 純木造とした場合の性能面でのメリット・効果を数値化（＝貨幣換算）

【居室・室の木質化の分析結果】
普通教室 

部位 部位別の木質化（％） 

の割合（％） 

主な部位と樹種 

天井 
最大値   ０ 

80  

 

最小値   ０ 

0  
壁 

最大値  ４７ 

30  

巾木（スギ）、額縁（スギ） 

腰壁板張り（スギ） 最小値  １６ 

0  
床 

最大値 １００ 

0  
 複合フローリング（サクラ） 

最小値   ０ 

0  居室・室全体の 

木質化の最大値（％） 
４９ 

左記の概算かかり増し費用の割合（％） 

１４４ 

 期待されるメリットや効果 

 

心理面 ○ 

身体面 ○ 

生活面 ○ 

学習・生育面 ○ 

生産性 － 

社会（地域）貢献 ○ 

意匠性 ○ 

 

評価項目

 ① 杭工事におけるコスト

 ② 木材使用による炭素貯蔵量

 ③ 木材使用によるエンボディドカーボン※

 ④ 解体工事におけるコスト

 ⑤ 工期の短縮

性
能
面

木造化の良さ

4階建て以上

3階建て

１・２階建て
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